
大阪湾再生の背景

この
この時代には、多数の海水浴場や潮干狩り
の場が存在するなど、大阪湾は周辺の人々に
とって身近な海でした

昭和30
年代

この

高度成長期には、埋め立てにより物流・生産機
能が強化され、日本の経済成長を支えてきま
した。また、人々の生命・財産を護るため防波
堤などの海岸保全施設の整備がすすめられ、安
全・安心な国民の生活を支えてきました
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大阪湾
再 生

• 自然海岸、藻場（もば）、干潟（ひがた）などが縮小、消滅
• 海水が停滞しやすい水域が発生
• 人口増加や産業発展で、海水の汚濁やゴミが増加
• 海の生き物の生息環境が悪化

大阪湾は、みんなのもの、
みんなで大阪湾を再生

一方で、
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◆大阪湾に集まる水は、琵琶湖を含む
広い範囲に及んでいるんだ。

大阪湾の再生（魚庭の海）のためには、

海域と陸域の連携が
重要なんだよ！

集水面積：1,1200ｋｍ2
なにわ



江戸時代からの埋め立てで浅場・干潟が減少

◇昭和初期までは浅場や自然海岸は広く
分布していたんだ。
◇でも、経済の活動が活発になるにしたが
って、大幅に減少していったんだ。
黄色い部分が、戦後に埋め立てられた部
分なんだよ。

◇市民が触れあう親水空間や生物
生息に必要な浅場・干潟・藻場

が減少

・浅場面積（水深10m以下）の減少
S7年（240ｋm2） → H5年（117ｋm2）

朝潮橋駅付近
（地下鉄中央線）

住之江
公園付近



海の生物のくらし干潟(ひがた）・藻場（もば）

藻場（もば）や干潟（ひがた）は、海の森と呼ばれ、魚
をはじめ多くの生き物が育つ場所や産卵の場になって
いるところだよ。生き物が生きていくには、このような場
所も必要だけど、水の環境も大事なんだよ。

水の環境って、
どんな風に表さ
れるのかな？



生き物の棲みやすさ・水のきれいさ

魚類が元気に生きていくための酸素の量

生き物の棲みやすさ
海の水がどれだけ汚れているか、汚れの量

水のきれいさ



水質汚濁（水のよごれ）の原因

◇産業活動や、生活排水によって流れ込
んだ窒素（ちっそ）やリンが原因でプラ
ンクトンが異常発生してしまうんだ。やが
て、そのプランクトンは死骸（しがい）とな
って、海底にヘドロとしてたまるんだ。

◇そのヘドロを分解しようと、今度はバクテ
リアが大量の酸素を消費して、海底付近
の海水は、酸素の少ない水のかたまりが
できあがってしまうんだよ。

◇その塊が風などで岸辺に出てくると、付近
で生活していた魚介類が大量に死んでし
まうんだ。



生き物の棲みやすさ・水のきれいさ

水の汚れを悪くする原因となる物質の量

水のきれいさ



大阪湾の再生に向けて

森・川・海のネットワークを通じて、森・川・海のネットワークを通じて、
美しく親しみやすい豊か美しく親しみやすい豊かなな「魚庭「魚庭((なにわなにわ))の海」の海」
を回復し、京阪神都市圏として市民が誇りうるを回復し、京阪神都市圏として市民が誇りうる
「大阪湾」を「大阪湾」を創出創出する。する。

◆関係省庁及び関係地方公共団体、市民・ＮＰＯ、学識者、
企業等が連携して取組む

浄化能力低下、汚染負荷を生産する大阪湾 バランスのとれた豊かな大阪湾

《イメージ》 《「魚庭の海」イメージ》


